


























































































































































































































































































































































































































































































一 、 ： ： ： －
ji
－ － ： （ 中 略 ）
ji
－ － ： ：
一、各其身持倹約を用、明過分の儀不可有候 定者修を好み、其
費に因て日用の不足を難儀し 上は、不計私曲も出来るへき事
K
候条、常々倹約を用候の儀、可為専用候事。
右の条々堅可相守者也E
徳五年六月大備前
宜幕末と唐通事幕末多事に及び、回一蘭通事の区別 不必要となす迄発展し、一二ヶ国語のみを修得するのでは満足出来ぬ状態となった。還羅通事、東京通 、モフル通事等は阿蘭陀通詞をも兼任している。
一安政二卯年四月二寸四日阿蘭陀通詞被仰付是迄名乗来候役名
ヲモ兼侯様被仰渡：・：；
説豊太郎
英・仏艦の来航に当りても店通事は活動しているわ）その中に唐
人いるを見れば奉行所より唐通事をして応接せしめた。注目す可き事は安政六年神奈川、函館の開港に及び通事中には同地に出張を命ぜらる 者あり、外国使臣駐却の関係上江戸に召さるるもあり、東西交通の日に隆盛なるに伴い、者諜古川学の必要を感じ招轄するありて通事にして長崎にあ は稀であった事である。
結
ぴ
長崎に於ける帰化唐人及び在慎唐人が徳川時代に於 、対外貿
易外交問題に特殊な才能と経験とを発揮し 叉交化交流にも大なる媒介となった。一方帰化唐人が如何なる経過を経過を経て日本に溶け込んだかが察知されると共に、上古帰化人華僑に於ける活動との比較研究にも興味が持たれる。註 （
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